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Ⅰ．はじめに 
食品に含まれる抗酸化物質には、ある種のビタミン、ミネラル類、たんぱく質などの栄

養素の他に、植物に特有な微量化学成分などがある。これらの物質は、活性酸素やフリー

ラジカルを捕捉したり、発生を抑制したり、酸化連鎖反応を切断したり、他の抗酸化物質

の働きを助けたりすることで効果を発揮する 1)。これまでに青森県に特有の食素材として

ガマズミ、アピオスおよびツルアラメなどに生理機能が見出されてきたが、これらは抗酸

化作用の探索から発展した研究である。従って、青森県の豊富な農水産資源から有益な生

理活性を有する新たな食素材を探索するためには、抗酸化作用に優れた農水産資源を探る

ことが有効な手段の一つであると言える。  

 
Ⅱ．目的 

そこで新たな生理活性の研究に資する食素材を見つけるため、抗酸化作用に優れる農水

産資源を探索した。研究対象は青森県内で特色があり、知名度の低い農産物とした。収集

した食素材の抗酸化活性およびポリフェノール濃度を検討した。  

 
Ⅲ．研究方法 

あおもり型健康ビジネス資源調査事業の報告 2) を元に、アイスプラント、赤いりんご、

おかのり、ガーデンハックルベリー、金時草、黒だいこん、ケール、サジー、自然薯、白

人参、セロリアック、ブラックベリー、ボイセンベリー、松房ブドウ、紫芋、ヤーコンお

よびヨウシュヤマゴボウの 17 品目を収集した。 

各食素材の 70% エタノール抽出物を調製し、抗酸化活性として DPPH ラジカル消去活

性を測定した 3)。総ポリフェノール濃度はフォーリン-チオカルト法にて測定した 3)。  

強い抗酸化活性を示した食素材は Sep-Pak Plus tC18 を用いて分画を行い、分画物の DPPH

ラジカル消去活性および総ポリフェノール濃度を測定した。 
 

Ⅳ．結果および考察 
 17 品目の食素材で最も DPPH ラジカル消去活性が強い食素材はガーデンハックルベリー

で、次いでボイセンベリーおよびサジーであった。自然薯、白人参およびセロリアックに

はラジカル消去活性は殆ど見られなかった  (図 1)。総ポリフェノール濃度はガーデンハッ

クルベリーが一番高く、次いでケールおよびおかのりであった。この結果からガーデンハ

ックルベリーのラジカル消去活性にはポリフェノールが関与していると思われた。一方、
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図 1. 食素材 70% EtOH 抽出物の DPPH ラジカル消去活性  

ラジカル消去活性はトロロックス相当量として算出した. 

ケールやおかのりは総ポリフェノ

ール濃度が高いものの、DPPH ラ

ジカル消去活性はボイセンベリー

やサジーよりも弱くなった。これ

は、抗酸化活性が強くはないポリ

フェノールがケールなどには多く

含まれていると考えられる。これ

らの結果から、強いラジカル消去

活性を示したガーデンハックルベ

リー  (GB) およびボイセンベリ

ー (BB) から抗酸化成分を探索で

きることが示された。  

GB および BB の抽出物を Sep-Pak Puls tC18 を用いて分画した。DPPH ラジカル消去活性

はガーデンハックルベリーの 20% メタノール  (MeOH) 溶出画分  (GBS20) および 40% 

MeOH 溶出画分 (GBS40)、ならびにボイセンベリーの 20% MeOH 溶出画分 (BBS20) に認

められた。総ポリフェノールもこれらの分画物に多く含まれていたことから、両食素材の

抗酸化活性にはポリフェノール成分が関与しているものと考えられ、これらの分画物中に

抗酸化成分を見出せる可能性が高まった。  

今後、本研究の結果を基に抗酸化活性を有するポリフェノール成分の同定が課題である。

また、活性を示した分画物が有益な生理活性を保持しているか否かの検討も重要である。 
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